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鋳鉄の切粉を粉砕して粉末冶金用鉄粉として使う再生利用プロセスにおける留意点を具体

的に述べる.鋳鉄粉のもつ利点と欠点とを明確にし,利点を生かして使う道しるべとした.

1. 鋳鉄粉の粉末冶金の特徴

鋳鉄は日本で年間約500万t生産されており,その

10%が切粉となるとしても年間50万tの切粉が生じて

いることになる.たとえば自動車のシリンダーブロック

一つから5kg程度の切粉が生じる.自動車は日本で年間

800万台近く生産しているので,自動車のシリンダーブ

ロックから生じる切粉だけで4万tの量になる.現在で

はこれらの切粉は集められてプリケットマシンで塊めて

から,他の原料と一緒に溶解して再利用している｡粉末

冶金用鉄粉の生産量が現在年間5万tぐらいであるから

自動車のシリンダーブロックから出る切粉の量とほぼ同

量である.したがって50万tという量は膨大な量であ

り,その一部でも粉末冶金用鉄粉として利用されれば,

鉄系の粉末冶金分野への影響は大きいものと考えられ

る.

量的に最も多い切粉は当然鋼の切粉であるが,鋼の切

粉は延性が高いため粉砕が容易ではない.焼鈍をかさね

ながら何回も粉砕しても通常の粉末冶金のプロセスに乗

せられるような粉末とするには,かなりのコストがかか

り切粉を再生利用する利点が失われる.また粗い粉砕粉

を原料として鍛造を加えても大きな表層欠陥が残り,ま

た必ずしも母材並の強度は得られない.1)これらの理由

により鋼材切粉の粉末冶金用鉄粉への再生は経済的利点

が少なく,一時期世界的に研究されたが実用されてはい

ないようである.

鋼の切粉に対し鋳鉄の切粉は粉末にして再生利用する

のに次のような利点を持っている.

(彰 鋳鉄中に分散する黒鉛がチップブレーカーの働き

をして短小な切粉が得られる.

(参 切粉の中に黒鉛がさらに細かく分散しているので

それを粉砕して微粉にすることが容易である.

③ 鋳鉄は切削油なしの乾式切削が可能であり,油で
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汚れていないきれいな切粉が得られる (ただし,切削拍

がついている切粉であっても再生利用は可能である).こ

れらを見れば鋼の切粉再生の場合に問題となった微粉化

の困難さは,ほとんど問題とならないことがわかる.鋳

鉄粉は切粉を再生した安価な粉末であるということだけ

でなく,以下に述べる如く普通の鉄粉にはないいくつか

のすぐれた性質を持っている.

鋳鉄粉のすぐれた性質として第1は,鋳鉄粉の焼結晶

が母材鋳鉄よりもはるかによい機械的性質を示す点であ

る.母材のFC15やFC20は引張強さがせいぜい15か

ら20kgf/mm2程度である.ところが,その切粉から作ら

れた鋳鉄粉は圧粉･焼結するだけで40kgf/mm2,粉末鍛

造すれば90-100kgf/mm2の引張強さが得られる｡鋳鉄

は特別な合金元素を使用しないでも,黒鉛を完全に球状

化すれば熱処理によって引張強さ130kgf/mm2まで可

能と言われている.ただし鋳造した場合どうしても偏析

が起こるので,安定的に理想的な組織を得るのは困難で

あるため130kgf/mm 2を鋳鉄で保証することは今のと

ころ難しいとされている.粉末冶金法により製造すれば

組織のコントロールが容易であるから,鋳鉄粉は高強度

部品を製造するには適した原料となる.また鋳鉄中に含

まれるシリコンは鋼を強化するのに有効な元素であるが

粉末冶金用の添加元素としてはいくらか研究2)13)はあ

るもののほとんど使われていない.鉄粉に純Siを添加2)

するにしてもフェロシリコンを添加3)するにしても,Si

が酸化されやすいことと合金過程が複雑なことなどがあ

ってうまくゆかない.またアトマイズ法などで合金鋼粉

を作ろうとt,ても,アトマイズ時にSiが酸化されて表面

の酸化被膜となってしまい,鉄中に固溶して残るSiがほ

とんどない.4)したがって鋳鉄を粉砕した鋳鉄粉は大量

生産が可能な唯一のシリコン合金鋼粉とみなすことがで

きる.よってNi,Moなどの高価な合金元素を含んだ合

金鋼粉と鋳鉄粉を比較対抗させることができる.

鋳鉄粉のすぐれた性質の第2は,鋳鉄の持っていた耐

摩耗性,大きい減衰能などの特性をそのまま生かし,さ
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